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紀
伊
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〇
〇
周
年
記
念
企
画

文壇において作家に愛され、
読者はその目次に文壇を俯瞰した、
雑誌―『風景』。
待望の復刻版。
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『
風
景
』の
特
色

●『
文
芸
都
市
』『
行
動
』
な
ど
の
雑
誌
を
展
開
し
て
き
た
、
田
辺

茂
一
・
舟
橋
聖
一
が
、
も
っ
と
も
大
き
く
実
ら
せ
た
雑
誌
が

『
風
景
』
で
す
。

●
大
家
か
ら
人
気
作
家
、
若
手
ま
で
、
当
時
の
文
壇
で
活
躍
し

た
作
家
が
数
多
く
執
筆
し
て
い
ま
す
。

●
毎
号
、
魅
力
的
な
対
談
、
座
談
会
が
企
画
さ
れ
、
誌
面
を
彩

り
ま
し
た
。

●
野
口
冨
士
男
、
有
馬
頼
義
、
吉
行
淳
之
介
、
船
山
馨
、
澤
野

久
雄
、
八
木
義
徳
と
い
う
錚
々
た
る
作
家
が
編
集
長
を
務
め

て
い
ま
す
。

【『
風
景
』
に
発
表
さ
れ
た
主
要
な
作
品
】

舟
橋
聖
一
「
文
芸
的
グ
リ
ン
プ
ス
」
／
川
端
康
成
「
落
花
流
水
」、「
一
草
一

花
」
／
井
上
靖

詩
作
品
／
和
田
芳
恵
「
接
木
の
台
」
／
野
口
冨
士
男
「
秋
声

追
跡
」、「
暗
い
夜
の
私
」
／
山
川
方
夫
「
Ｋ
の
話
」
／
中
上
健
次
「
草
木
（
連

作
短
篇
）」
な
ど
。

本文見本（適宜縮小してあります） 監修のことば

昭
和
文
学
、
夕
映
え
の
風
景

宗
像
和
重

『
風
景
』
の
三
代
目
編
集
長
・
吉
行
淳
之
介

は
、
こ
の
雑
誌
を
「
同
人
雑
誌
で
は
な
い
し
、

さ
り
と
て
商
業
誌
で
も
な
い
、
こ
う
い
う
独

特
で
フ
シ
ギ
な
雑
誌
」
と
呼
ん
で
い
る
。
気

心
の
知
れ
た
、
と
は
い
え
偏
狭
で
は
な
い
文

壇
人
に
よ
る
伸
び
や
か
な
編
集
は
、
世
代
を

越
え
た
多
く
の
書
き
手
を
招
き
寄
せ
、
書
店

の
組
織
に
よ
る
発
行
と
配
布
に
よ
っ
て
、
確

実
に
読
者
の
手
元
に
届
け
ら
れ
た
。
毎
号
六

四
頁
の
三
分
の
一
を
占
め
る
出
版
各
社
の
広

告
も
、
新
刊
小
説
や
文
学
全
集
の
魅
力
を
、

余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
。
終
刊
号
に

文
章
を
寄
せ
た
古
井
由
吉
が
「
も
っ
と
も
読

ま
れ
た
雑
誌
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
る
よ
う

に
、
こ
の
小
冊
子
に
は
、
書
き
手
も
読
み
手

も
健
在
で
、
出
版
社
に
も
書
店
に
も
活
力
が

あ
っ
た
昭
和
文
学
の
魅
力
が
凝
縮
さ
れ
て
い

る
。
日
没
前
の
夕
映
え
の
美
し
さ
に
も
似
て
、

そ
の
風
景
は
余
り
に
も
ま
ぶ
し
く
、
懐
か
し

い
。

『
風
景
』と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
再
発
見

日
比
嘉
高

『
風
景
』
の
発
行
部
数
は
、
一
般
商
業
誌
を

上
回
っ
て
い
た
と
い
う
。
書
店
の
店
頭
で
無

料
で
頒
布
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
聞

け
ば
、
簡
易
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
と
想
像
さ

れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
谷
崎
潤
一
郎
か

ら
大
江
健
三
郎
に
中
上
健
次
ま
で
、
宇
野
千

代
か
ら
森
茉
莉
に
津
島
佑
子
ま
で
、
草
野
心

平
か
ら
西
脇
順
三
郎
に
茨
木
の
り
子
ま
で
、

本
当
に
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
並
ぶ
。
気
軽
に
読

め
る
エ
ッ
セ
イ
も
あ
れ
ば
、
慣
例
と
な
っ
て

い
た
座
談
会
（
尾
崎
秀
樹
や
紅
野
敏
郎
の
出
る

文
学
史
的
展
望
企
画
も
あ
る
）、
そ
し
て
本
格

的
な
創
作
欄
も
備
え
る
。『
風
景
』
と
い
う
メ

デ
ィ
ア
の
重
要
さ
は
、
も
っ
と
確
認
さ
れ
て

良
い
は
ず
だ
。
そ
れ
が
今
回
、
電
子
書
籍
版

で
は
全
文
検
索
が
可
能
と
な
っ
て
再
登
場
す

る
。
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
の
海
の
中
か
ら
ど

ん
な
景
色
が
浮
上
す
る
か
、
楽
し
み
だ
。

光
源
と
し
て
の
田
辺
茂
一大

原
祐
治

紀
伊
國
屋
書
店
社
主
で
あ
っ
た
田
辺
茂
一

の
発
意
の
も
と
、
舟
橋
聖
一
を
中
心
と
し
た

作
家
た
ち
の
集
ま
り
で
あ
る
「
キ
ア
ラ
の
会
」

が
編
集
を
担
い
、
書
店
利
用
者
へ
の
頒
布
用

に
作
ら
れ
た
こ
の
雑
誌
に
は
、
世
代
や
文
学

的
な
主
義
主
張
の
違
い
を
越
え
、
実
に
多
く

の
「
文
壇
」
作
家
た
ち
が
動
員
さ
れ
て
い
る
。

時
に
意
表
を
つ
く
組
み
合
わ
せ
も
登
場
す
る

本
誌
掲
載
の
対
談
や
座
談
会
を
通
読
す
れ
ば
、

お
の
ず
と
「
昭
和
文
学
史
」
の
ア
ナ
ザ
ー
サ

イ
ド
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

は
ま
た
、
自
ら
も
作
家
と
し
て
活
動
し
つ
つ
、

『
行
動
』『L

'E
SP
R
IT
N
O
U
V
E
A
U

』『
紀

伊
國
屋
月
報
』（
の
ち
『
レ
ツ
ェ
ン
ゾ
』）『
文

芸
都
市
』
な
ど
多
く
の
雑
誌
刊
行
に
関
わ
っ

た
田
辺
茂
一
と
い
う
特
異
な
存
在
を
光
源
と

し
て
「
昭
和
文
学
史
」
を
照
射
し
直
す
こ
と

に
も
つ
な
が
る
。

『
風
景
』
に
つ
い
て

一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年
に
創
刊

さ
れ
た
『
風
景
』
は
、
来
店
者
に
販
売

促
進
の
た
め
頒
布
す
る
雑
誌
と
し
て
田

辺
茂
一
（
紀
伊
國
屋
書
店
創
業
者
）
が
考

案
し
、
舟
橋
聖
一
を
中
心
と
し
た
キ
ア

ラ
の
会
が
編
集
し
発
行
、
一
九
七
六
（
昭

和
五
十
一
）
年
四
月
の
終
刊
ま
で
一
三
七

冊
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
小
冊
子
な
が

ら
文
芸
誌
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
、
文

壇
を
代
表
す
る
豪
華
な
作
家
陣
に
よ
る
、

小
説
・
エ
ッ
セ
イ
や
魅
力
的
な
対
談
が

毎
号
誌
面
を
飾
り
ま
し
た
。
人
気
挿
絵

家
･
風
間
完
に
よ
る
書
き
下
ろ
し
画
が

表
紙
と
い
う
豪
華
さ
も
あ
り
、
多
く
の

読
者
に
愛
さ
れ
ま
し
た
。
電
子
書
籍
版

で
は
、
全
文
を
テ
キ
ス
ト
化
し
検
索
が

可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
別
巻
に
は

監
修
者
に
よ
る
解
説
、
関
連
資
料
を
収

録
す
る
予
定
で
す
。

『
風
景
』を
彩
っ
た
画
家
・
風
間
完

風
間
完
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
、

東
京
市
京
橋
（
現
・
中
央
区
新
富
）
に
生

ま
れ
る
。
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
、

東
京
高
等
工
芸
学
校
卒
業
。
兵
役
の
後

に
画
家
を
志
し
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）

年
、
新
制
作
派
協
会
展
に
初
入
選
。
戦

後
、
雑
誌
編
集
者
だ
っ
た
兄
の
繋
が
り

で
小
説
の
挿
絵
を
描
く
よ
う
に
な
り
、

五
木
寛
之
「
青
春
の
門
」、
司
馬
遼
太
郎

「
翔
ぶ
が
如
く
」、
池
波
正
太
郎
「
真
田

太
平
記
」
な
ど
多
く
の
挿
絵
を
手
が
け

た
。
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
に
は
、

そ
の
功
績
で
第
五
十
回
菊
池
寛
賞
を
受

賞
。
二
〇
〇
四
年
、
死
去
。『
風
景
』
の

表
紙
画
は
フ
ラ
ン
ス
留
学
後
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
水
彩
画
で
パ
リ
の
光
景
が

鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
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